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もらい、2015 年 6 月から 2016 年 2 月にかけ、「ネットショッピングやフリマアプリ（メ
ルカリやフリル）での買い物行動に関するアンケート調査プロジェクト」（以下では、フリ
マ PJ という）として活動をした。まず、メンバーとのディスカッションを行い、運営会
                                                   
3 ネットオークション・サイトでも運営会社が同様の機能を提供している。「エスクロー」とは一般に取
引の間で、信頼できる第三者が代金をいったん保管する仕組みをいう。 
フリル ショッピーズ メルカリ LINEモール ラクマ
運営開始 2012年7月 2012年12月 2013年7月 2013年12月 2014年11月
ダウンロード数 400万 100万 1300万 200万 na.
運営会社 Fablic メルカリ LINE 楽天スターダスト
コミュニケー
ションズ







2.1 フリマ PJ 参加の学生研究員とのディスカッション 































                                                   
4 利用者比率にすると 25%であり、後述する調査上の利用者比率（22%）とほぼ一致する。 
5 当社広報ご担当には、学生研究員からの質問も含め丁寧にお答えいただいた。記して感謝します。 





































                                                   











































                                                   
8 Social Networking Service 
9 夏休み期間を利用し、2015 年 7 月～9 月にかけて 80 名分のアンケートを収集し、予備調査として分析
を行った 。分析結果を踏まえて調査票設計の改善を行い、2015 年 12 月～2016 年 1 月に本調査アンケー
トを実施し 250 名分の回答を得ている。なお、予備調査の分析結果については、2015 年 11 月 14 日、15
日に行われた本学の第 23 回秋桜祭においてパネル展示の形で発表を行っている。 
















図 1 は、SNS の利用状況である。（ ）内が毎日使う人の比率である。LINE について
は 94%の人が毎日使うと回答している。つぎに利用者が多いのは Twitter であり、毎日使
う人が 76%を占める。次いで Instagram は毎日使う人が 41%となる。 







図１ ＳＮＳの利用状況    ( )内は毎日使う人の比率 
 図 2 は、ネットショッピング・サイトの利用状況 10を示している。比較のため、( )内
                                                   
10 対象となるサイトは、学生研究員とのディスカッションと、予備調査の自由回答にあがったサイトを
参考にした。 
１年生 ２年生 ３年生 ４年生 計 (フリマ利用率)
人間文化学部 10 17 8 1 36 (14%)
人間社会学部 105 21 5 3 134 (25%)
生活科学部 7 3 2 2 14 (14%)
ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙﾋﾞｼﾞﾈｽ学部 9 2 54 0 65 (23%)
計 131 43 69 6 249
(25%) (14%) (22%) (33%) (22%) (n.a.=1)(フリマ利用率)
(フリマ利用率) (フリマ利用率)
自宅 200 (23%) 　　アルバイトをしてる 215 (24%)
ひとり暮らし 46 (22%) 　　していない 35 (14%)
計 246 計 250
(その他：4　兄弟と同居等）





に「月 1 回以上利用率 11」を示している。Amazon の利用率が最も高く 31%の人が月 1 回
以上利用している。次が楽天の 18%である。 
 
  図２ ネットショッピング・サイトの利用状況 ( )内は月 1 回以上利用率 
 






入のみ」で利用する人がいる点が特徴で、それぞれ 8 名、20 名となっている。出品も購入





1 回以上利用率 13」で 53%の「メルカリ」と、15%の「フリル」が大半を占め、フリマア
プリの 2 強といえる。 
 
                                                   
11 「月 2 回以上」と「月 1 回程度」を足して全体に占める割合を算出している。 
12 運営会社へのインタビューによると、女子大学生での利用率は概ね 2 割前後とのことであり、昭和女
子大学生だけを対象とした調査ではあるものの、フリマアプリ利用率で偏りはないと思われる。 
13 「月 2 回以上」と「月 1 回程度」の合計をフリマアプリ利用者の数で割っている。 
購入&出品 出品のみ 購入のみ 利用しない 合計
実数 28 8 20 194 250
（構成比率） (11%) (3%) (8%) (78%) (100%)





  図３ フリマアプリ利用者の各アプリ利用状況 ( )内は月 1 回以上利用率 
表 5 は、フリマアプリを利用するきかっけと理由を尋ねた結果である。きっかけは「友
達からの紹介」が多い。理由については、1 位、2 位、3 位と順序をつけて 3 つ選んでもら
っている。いちばん多い回答は「安く買える」で 1 位に 25 名が挙げている。次が「不用
品が売れる」で 1 位に 12 名となっている。これは出品する人にとって一番のメリットと
思われる。合計でみると次に多いのが「簡単に利用できる」（計 25 名）で、出品や購入の
手続きが簡便にすむ点を評価していると思われる。「欲しいものが見つかる」という回答も
計 19 名があげている 14。また、「空き時間にできる」（計 19 名）、「見ていて楽しい」（計
13 名）も理由として選ばれている。 
  表５ フリマアプリを利用するきっかけと理由－利用者 
 
 
表 6 は、フリマアプリでの購入時に重要と考えるポイントである。1 位から 3 位へ挙げ
た人が多い順に、「商品の品質や状態」が（計 44 名）が最も重要であり、2 位に「価格が







べるため、「月 1 回以上利用率 15」にして比較している。フリマアプリでは、衣服（27%）
                                                   
14 「CD の初回盤のような貴重なものがある」という自由回答もあった。 
15  フリマアプリ利用者とネットショピング・サイト利用者のうち、回答が得られた人数が分母であり、
○利用のきっかけ
30 7 9 8 2 56
○利用する理由
第１位 25 12 6 8 2 2
第２位 8 11 11 7 8 4
第３位 6 7 8 4 9 7













第１位 26 15 3 1 2 1
第２位 14 18 13 1 0 1
第３位 4 10 13 8 5 5
























0.007 0.128 0.220 0.140 0.007 0.196 0.309
** *** **  *** ***
-0.050 -0.138 -0.077 -0.027 -0.021 -0.019 
 *     
0.218 0.336 0.096 0.194 0.133
*** ***  *** **
0.317 -0.041 0.110 0.485

























ネットショピング・サイトと比較 （月 1 回以上利用率） 
 
3.3 フリマアプリ利用の決定要因    
 それでは、どんな人がフリマアプリを利用しているのか、フリマアプリの利用有無に関














                                                                                                                                                     
フリマアプリでは 47 名、ネットショッピング・サイトでは 247 名である。 
16書籍や DVD、CD であれば、既存のサイトでも中古品を安く買えることも影響しているかもしれない。 
17 ネットショッピング・サイト利用度について、衣服・雑貨・化粧品・アクセサリー・バッグ・靴の 6
カテゴリーついて合計してポイント化している。 














 第 2 は、不特定多数とやりとりする SNS の利用はフリマアプリの利用と正の相関をも
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（フリマ PJ の皆さんへ） 




大西 奈生子  人間文化学部 英語コミュニケーション学科   3 年生 
河内 聡美   グローバルビジネス学部 ビジネスデザイン学科 3 年生 
鈴木 雅子   人間文化学部 英語コミュニケーション学科   3 年生 
高柳 蓉子   人間文化学部 日本語日本文学学科       2 年生 
豊崎 瑛理   人間文化学部 英語コミュニケーション学科   3 年生 
平久井菖美   人間文化学部 歴史文化学科          1 年生 
                                                   
18 衝動買いしても後から後悔しない金額を、500円以下から 5000円以上まで 6段階に分けて尋ねている。 
19 LINE、Facebook、Google＋は知り合いとの間でのコミュニケーションが多いことから除外し、不特
定多数とのコミュニケーションが多い Twitter と Instagram の利用度を合計してポイント化している。 
20 フリマアプリ利用有無を被説明変数とし、ネットショッピングの利用度やリスク回避度をコントロー
ル変数にして、試行的にロジスティック回帰分析で分析してみた。「不特定 SNS 利用ポイント」は 1%有
意水準で説明力が確認できる一方で、自宅（ダミー変数）については有意とならなかった。 





松本 光   グローバルビジネス学部 ビジネスデザイン学科 1 年生 
村松 真希   グローバルビジネス学部 ビジネスデザイン学科 1 年生 
・担当研究員   鶴沢 真    現代ビジネス研究所 研究員 
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